
【今後の展望】
・JA津野山の主要品目の１つとして、更な
る安定生産や担い手の育成を図る。

・露地と雨よけによる夏秋栽培。
・pFメーターを活用し、かん水量の適
正化への取組。

・高温時の尻腐れ果、うどんこ病の防
除が必要。

・百貨店での試食販売、レシピ配布等
のPRを実施。
・出荷先の市場卸から、土佐甘とうの
評価や流通状況について聞き取りを
実施。

・県園芸連を通して、平坦部と中山間
部とのリレー出荷で周年供給体制を
構築。

【野菜】甘長トウガラシ（土佐甘とう）栽培の取組（ＪＡ津野山） 【高知県高岡郡】

土佐甘とうに着目したポイント

担い手による中山間地農業
を実現する品目として、シシト
ウガラシよりも省力的で、単価
の安定している作物として導
入。

・四万十川源流域の中山間に位置。
・年平均気温13.6～14.0度、年間降水量
3,000mm以上。
・主要な栽培品目は米ナス、小ナス、ミョウガ、
シシトウ、茶。
・H22から「土佐甘とう」の栽培を開始。

取組産地の概要

【地域の連携状況】
・県とJAが連携し、尻腐
れ果対策等の栽培指
導を実施。

・先進地である南国市
等の生産者との交流会
を開催。

・ＪＡ農業研修施設「営
農みらい塾」で新規就
農者に対し栽培技術の
習得支援。

生
産
条
件

・県とJAが連携し、新規栽培者に対し
て、作付前に栽培講習会を開催。

・栽培期間中、個別に現地巡回を実
施。
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【実績】
・栽培農家戸数、栽培面積、生産量は年々増加。
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